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平成２８年度第１回米子市学校給食運営委員会議事録概要 

 

 

１ 開催日時  平成２８年５月２日（木） １５：３０～１６：２０ 

 

２ 開催場所  米子市立学校給食センター  ２階 会議室  

 

３ 出席者 

＜米子市学校給食運営委員会委員＞ 

川上委員(会長)、佐伯委員(副会長)、本池委員、松田委員、堀口委員、神坂委員、 

黒見委員、住田委員、松本委員、山根委員、藤原委員 

＜事務局＞ 

学校給食課  松浦課長、野口係長、表学校栄養主任、星野学校栄養職員 

 

４ 会議次第 

（１）開会 

（２）委員自己紹介 

（３）会長互選 

（４）会長あいさつ 

（５）議事 

ア 平成２７年度事業報告について 

イ 平成２８年度学校給食費について 

ウ その他 

（６）その他 

（７）閉会 

 

５ 議事の概要 

（注：委員自己紹介、会長あいさつ及び事務局の議案説明は省略しています。また、発言は

要約しています。） 

 

議長(川上会長） 

平成２８年度第１回米子市学校給食運営委員会を開催いたします。 

議案第１号 平成２７年度事業報告につきまして、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局（野口係長） 

［議案第１号 平成２７年度事業報告について説明を行う］ 

 

議長(川上会長） 

議案第１号につきまして事務局からご説明をいただきましたが、何かご質問等ございます

か。 
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 住田委員 

  安心、安全という観点からの確認というか、教えてください。 

平成２７年度事業報告の２ページの学校給食用食材の定期点検で、鶏肉から黄色ブドウ球

菌が検出されたということだったのですが、これは生の鶏肉ですか。 

 事務局（松浦課長） 

     はい、そうです。 

住田委員 

  黄色ブドウ球菌というのは、二次汚染があったのではないかということですか。原材料か

らは割と色々な菌が出てくることがあるのですが、黄色ブドウ球菌ということは、取扱いが

悪かったのではないかということでのご指導だったのかと思いますが、いかがでしょうか。 

事務局（松浦課長） 

  今回は黄色ブドウ球菌ですけど、たまに、サルモネラ菌なども出てきます。これは、生の

食材の検査結果なのですが、業者の方にはこういった結果が出ているということで、当然、

施設の消毒なり、何なりの対応をしていただく必要があると思います。 

また、調理施設の方では、加熱、それから食中毒の三原則といいますか、持ち込まないで

すとか、そのあたりを改めて徹底してもらうということで、十分な加熱、手洗いなどをやっ

ていただいているという対応をとっております。 

住田委員 

もう一点よろしいでしょうか。検証結果の２ページですが、異物混入で金属片の付着が喫

食前に分かったということで、原材料の目視点検の段階で見付かって良かったと思います。 

これはアルミ片ということですが、業者さんが行なっている金属探査でアルミ片は反応し

なかったということなのか、その辺のことをもう少し詳しく教えていただければということ

と、保健所の方でも何か協力できることがあれば、させていただきたいと思います。 

もし、これが調理済みのものであれば、大変なことになりかねません。原因が分からなか

ったということですが、どの辺まで調べられたのか、今後再発防止に向けて何らかの対策を

とられたのか、もう少し詳しく教えていただけますでしょうか。 

事務局（松浦課長） 

    アルミ片が付着していたのは豚味噌ステーキでしたが、金属探知機にはかからなかったと

聞いております。業者の方で改めて調理場の確認をしていただきましたが、場内ではアルミ

は使われていないということでした。そうすると、豚そのものか、味噌そのものに入ってい

た可能性もあるのではないかということで、納入時からの金属探知の検査ということも検討

されたようには聞いております。 

また、金属片でしたので、保健所の方にもお話はさせていただきましたが、こちらの方で

対応してくださいということでしたので、業者に来ていただいて報告をいただきました。そ

の中で、金属探知機がどうだったかということも報告をいただいきました。 

内容的には、アルミ片ということでしたので、最終的にはどの工程で入ったのかは、特定

に至らなかったというのが、その時の状況でございます。 

議長(川上会長） 

 その他、何かご質問がございましたら、お願いします。 
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佐伯委員 

 基本的なことですが、学校給食センターと第二学校給食センターの延べ食数の違いは、人

数から比較すると第二学校給食センターの方が多いのですが、延べ食数が少ないのは、実施

回数が学校間で違うから、中学校はかなり差があるので、少ないということでしょうか。 

事務局（松浦課長） 

 学校給食センターは、中学校が２校で残りの９校は小学校と養護学校です。第二学校給食

センターは、中学校が４校と小学校が５校で、中学校が相当数あるのですけれども、年間の

実施回数は中学校が平均１７０回ぐらい、小学校が１８５回ぐらいですので、中学校の実施

回数が若干少ない分、トータルにしたら人数は多いけれど、延べ食数は少なかったというこ

とだと思います。 

佐伯委員 

それと、２ページの食に関する指導の充実の（４）個別面談１０３回とありますが、これ

はアレルギー対応等で個別に面談をされた回数なのでしょうか。どういう個別面談なのか教

えていただけませんでしょうか。 

事務局（松浦課長） 

 ほとんどアレルギー面談です。 

佐伯委員 

 あと、３ページの未納対策で、未納額の５７８万円が多いのか少ないのかということにな

ってくると思うのですが、中学校でも給食が実施され、中学校の分も入っているとおっしゃ

いましたけれど、前年度と比べると未納額はどうなっているのですか。 

事務局（松浦課長） 

 昨年４月末の未納額が、約５５５万円でした。中学校給食が始まって５７８万円というこ

とで、前年と比べて１年分、昨年分の未納が全額加わってきているのですが、過年度分も含

めて全体の未納額を見ると２３万円増えたということなので、学校の方で頑張っていただい

て、そんなに未納が増えなかったという状況かなと思っております。 

佐伯委員 

 児童手当等から引き去りが出来ることは知っていますが、やっぱり特定の方がなかなか払

えないという状況がありますし、子どもの貧困問題とか色々出てきていますので、どうです

か。 

事務局（松浦課長） 

    平成２３年に、給食費の徴収体制を変更して、学校給食会の方で整理をした中で、支払督

促など法的措置をとってきておりますので、今までなかなか納付が進まなかった方にもお支

払いいただけるようになってきていると思います。その中で、児童手当というのがあります

ので、これは直接現金ではなくて、同意していただければ、そこから引き去りができるとい

うところでも、結構効果がでてきているのではないかと思っております。この２点が大きい

ところかと思っております。 

佐伯委員 

    あと、黄色ブドウ球菌について、よく分からないので質問しようと思いますが、加熱して

調理すればオッケーというような菌なのですか。 
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住田委員 

    黄色ブドウ球菌は加熱ではダメです。ただ、黄色ブドウ球菌の量が問題です。手でも鼻で

もどこにでもいる菌なので、いたらダメというものではないのです。すごく量が多い時には

食中毒とか発生することもありますが、鶏肉であれば、サルモネラ菌だとか、カンピロバク

ターだとか色んな菌をもっているのです。そういう菌は、加熱したら死ぬのですが、黄色ブ

ドウ球菌は芽胞といいますか、なかなか強い菌なので死ににくいのですが、普通の量では食

中毒にはなりません。 

ただ、これは人の体から付くものなので、二次汚染、人の管理が悪くて付いたのではない

かとか、そういうことを目的に検査をされたのですねということで、実はお話したところで

す。同じ菌でも、もともと食材にいるものもあれば、人由来のものもあるので、黄色ブドウ

球菌が出たということは、もっと管理を徹底しなさいということで、アタックされたのでは

ないかという確認だったのです。 

佐伯委員 

    その辺は、これからもきちんとやっていただかないといけませんね。 

    あと、豚味噌ステーキは、子どもたちにとってはメインディッシュのようなものですよね。

それが、全部出なかったわけですよね。 

議長(川上会長） 

    はい、あれはちょっと残念でした。 

佐伯委員 

    残念だけど、安全が大事なので、これは仕方がなかったと思います。 

   堀口委員 

    給食費についてですが、未納額が５００万あって、どうやって運営されているのですか。

補填されているのですか。 

事務局（松浦課長） 

    補填は、現在のところありません。何とか支払いをやり繰りして運営されています。 

議長(田中会長） 

その他、何かございませんでしょうか。 

     他にないようでしたら、議案第２号 平成２８年度学校給食費について、事務局からご説

明をお願いします。 

 

事務局（星野学校栄養職員） 

［議案第２号 平成２８年度学校給食費について説明を行う］ 

 

議長(川上会長） 

議案第２号について、事務局から説明がありましたけれど、何かご質問等ございませんで

しょうか。 

佐伯委員 

    ほとんど、牛乳分ということですよね。 

事務局（松浦課長） 

 そうです。若干説明を修正させていただきたいと思います。補助が４円から２円になった

ので２円上がったという説明だったのですが、実は４円補助の段階で２円１０銭ほど値上げ
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させてくださいと言われていました。それは、その前の年から乳価が、キロ当たり５円程上

がっており、普通牛乳自体が高くなっていましたので、４円補助で２円１０銭値上げという

ことでございました。 

 それと、米についても、鳥取県米の引き合いがあるそうで、米価も２７年度産が少し値上

がりしたということでの１円、牛乳の２円とを合わせて３円なのですが、２円アップでお願

いしたいということです。 

議長(川上会長） 

    その他、ご質問、ご意見はよろしいでしょうか。 

 他にご意見がないようですので、平成２８年度の学校給食費につきましては、小学校は２

７２円、中学校は３２０円ということで、お願いすることといたします。 

 

議長(川上会長） 

 次に、議事のその他について、委員さんの方から何かございませんでしょうか。 

 ないようでしたら、事務局の方から何かございますか。 

事務局（松浦課長） 

    一点、先程の給食費の未納の件ですが、５７８万円と申しましたのは、平成１８年度から

の累計でして、平成２６年から２７年の間には２０数万未納が増えているということで、昨

年５００万円未納が発生したということではありませんので、補足させていただきたいと思

います。 

    あと、２７年度に、大谷町の学校給食センターと共同調理場で使用している従来の食器に

ついて、貼り合わせの食器を使っていましたけれども、第二学校給食センターと同じＰＥＮ

食器に替えていきたいとお話をさせていただいておりました。 

まず、今年度は、学校給食センターで約５,０００食分の現食器を、第二学校給食センタ

ーと同じＰＥＮ食器に変更することとしております。 

その他の調理場につきましては、また次年度以降、計画的に変更していきたいと考えてお

ります。 

  堀口委員 

貼り合わせの食器とは、どのようなものですか。 

  

［貼り合わせ食器とＰＥＮ食器を掲示する］ 

 

佐伯委員 

 軽くなる良さはあると思うのですが、洗浄機には合うのですか。同じ大きさですか。 

事務局（松浦課長） 

    大きさは、ほぼ同じですが、夏休みに洗浄機の爪も変更して、その食器に合うように若干

工事が必要となります。 

 

佐伯委員 

    子どもにとっては、軽くなるのでしょう。 

   事務局（松浦課長） 

    軽くなると思います。それと、温かみも出ると思います。 
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佐伯委員 

    学校給食センターも新しくＰＥＮ食器にされると、かなりの数になりますよね。 

   事務局（松浦課長） 

    ５,０００人分の汁とご飯の碗がありますから、１０,０００枚となります。 

  堀口委員 

共同調理場もＰＥＮ食器にするのですか。 

事務局（松浦課長） 

 共同調理場は、また次年度以降にと思っています。 

松本委員 

    児童や生徒の反応は、どうなのですか。私は、新しい食器での給食は経験していないので

すが、子どもの反応はどうですか。 

   事務局（松浦課長） 

    子どもの反応は、新しい食器がどうかというよりは、重くなったというお話が多かったで

す。 

今までは、おかずを載せる皿がお盆と一緒になっていましたが、第二センターはトレー方

式で、おかずの皿とお碗とお盆というスタイルで、食器がひとつ増えたような形になってい

ますので、当初は温かみがというよりは重いというお話が多かったです。 

松本委員 

    実際、現場ではどんなものですか。 

   議長(川上会長） 

 私は経験がありませんので、よく分かりません。 

事務局（松浦課長） 

    それと食器の数が増えますから給食当番の周りも増えたという声も最初は聞かれました

が、だんだん慣れてきてそういう声は、今はあまり届かなくなりました。 

佐伯委員 

    淀江だけが、ずっと以前からトレー方式でやっておられました。米子市の調理場はどこも

お盆のようなものに、直に置くというような方式だったため、犬食いみたいになると批判が

あり、食器を替える際にはトレー方式にしたいという願いがあって、トレー方式にしたので

す。いいと思って決めたのですが、食器が増えたことの苦情が多かったとよく聞いておりま

した。 

   事務局（松浦課長） 

    淀江は先程も出ていましたけど、お盆に碗と皿を載せるスタイルです。ただ、淀江の食器

は内も外もオールステンレスです。これも温かみという部分では、出来たら替えてほしいと

いう声も聞いておりますが、計画的に変更させてもらおうと思っております。 

議長(川上会長） 

 その他、事務局の方から何かございますか。 

事務局（松浦課長） 

次回の運営委員会ですけど、例年７月に施設の検証を兼ねて、試食と施設見学をしていた

だいております。 

それから、先程アンケートの話をさせていただきましたが、このアンケートも例年同じよ

うな内容で継続的に経過を見ていっているわけですけども、アンケートの内容についてもご
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意見を頂戴したいと思っております。 

場所といたしましては、昨年も第二学校給食センターで行いましたが、新しい施設という

こともありますし、半分の委員さんが新しい委員さんですので、今年も第二学校給食センタ

ーがひとつの案と思っております。 

議長(川上会長） 

 第二学校給食センターでよろしいでしょうか。 

各委員 

 はい。 

議長(川上会長） 

 では、第二学校給食センターで今年もよろしくお願いいたします。 

 日程につきましては、またあとで連絡していただくということでよろしいでしょうか。 

事務局（松浦課長） 

 事前に調整をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

議長(川上会長） 

    それでは、次回は、７月に第二学校給食センターで開催することといたします。 

 日程につきましては、事務局から事前に調整があると思いますので、よろしくお願いいた

します。 

  

以上で、平成２８年度第１回米子市学校給食運営委員会を終了いたします。 

進行にご協力していただきありがとうございました。 

 


